
米国半導体ルネサンス：AI時代の市場分析
米国半導体産業は、AI革命と政府主導の産業政策という二つの強力なエンジンによって構造的な変革期を迎えています。主要企業の戦略と市場動
向を分析し、2025年以降のリーダーシップを決定づける要因を特定します。



市場概観：AIが牽引する前例のない成長

+45.2%
2024年成長率

米国半導体市場の前年比成長率

+18.0%
2025年予測

引き続き高い成長が見込まれる

2倍
市場規模拡大

2024年から2026年の3年間で

この驚異的な成長の原動力は、生成AIの台頭によって引き起こされたAI関連ハードウェアへの飽くなき需要です。米国には世界最大級のハイパー
スケーラーが集中しており、これらの企業がAIインフラへの投資を急速に拡大しています。



市場の二極化：勝者と敗者

低い成長率
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ニッチセンサー（低成
長・小市場）

ディスクリート半導体
（低成長・中市場）

成長中の専用アクセラ
レータ（高成長・中市

場）

AIメモリ・ロジックIC
（急成長・大市場）

市場全体の力強い成長とは裏腹に、その恩恵は均等に行き渡っていません。AIシステムの根幹をなすメモリとロジックICが急成長する一方、ディスクリート半導体やセンサーなどの非IC製品群は逆風に直面しています。
特にHBM（High Bandwidth Memory）や大規模データセンター向けのロジックチップは供給が需要に追いつかない状況が続いており、この分野に特化した企業は前例のない収益成長を実現しています。



CHIPS法：米国サプライチェーンの再構築

1

戦略的背景

かつて世界の半導体製造能力の37%を占めていた米国のシェアは、わずか
12%にまで激減。CHIPS法は5年間で527億ドルの予算を計上し、国内製造
の復活を目指しています。

2

主要投資

Intel（最大85億ドル）、TSMC（最大66億ドル）、Samsung（最大66億ド
ル）、Micron（最大64億ドル）など、大手企業による巨額の投資が進行中
です。

3
課題

「ガードレール条項」により中国での先端半導体製造拡張が制限され、高

い人件費や人材不足など構造的な課題も残ります。

CHIPS法は単なる補助金政策ではなく、国家安全保障と技術的優位性の確保という戦略的
目標を持っています。しかし、アジア諸国との製造コスト差を完全に埋めることは困難で

あり、長期的な競争力確保には継続的な政策支援が不可欠です。



シリコンの巨人たち：既存リーダーの分析

NVIDIA

AIトレーニング市場で92%のシェアを持ち、CUDAエ
コシステムという強力な競争優位性を確立。

Blackwellプラットフォームで次世代へ。

Intel

Intel Foundry Servicesと18Aプロセスで再起を賭け
る。CHIPS法の85億ドル補助金に大きく依存。

AMD

Instinct MI325XでNVIDIAに挑戦。ハードウェア性
能は向上も、ROCmソフトウェアの成熟度がボトル
ネックに。

既存の大手企業は、それぞれ独自の戦略でAI時代のリーダーシップを目指しています。NVIDIAはソフトウェアエコシステムの強みを活かし、Intelはファウンドリビジネ
スへの転換を図り、AMDはハードウェア性能でNVIDIAに挑んでいます。

この三社の戦略的取り組みは、今後のAI半導体市場の競争構造を大きく左右するでしょう。特にIntelの製造能力復活は、米国半導体産業全体の競争力に直結する重要な要
素となります。



イノベーションの先駆者たち

Cerebras Systems
ウェハー全体を一つのチップとして利用する革新的アプ

ローチ。WSE-3は4兆個のトランジスタと90万個のAIコ
アを搭載し、大規模モデルトレーニングに最適化。

Groq
言語処理ユニット（LPU）で超低レイテンシの推論に特
化。毎秒数千トークンという世界記録的な速度を実現

し、リアルタイムAIアプリケーションを可能に。

SambaNova
再構成可能データフローユニット（RDU）からソフト
ウェアまでのフルスタックソリューションを提供。政府

機関や企業向けに主権性とセキュリティを重視。

これらの新興企業は、従来のGPUアーキテクチャとは異なるアプローチで特定のAIワークロードに最適化したソリューションを提供しています。特にGroqの超低レイテンシ
推論技術は、チャットボットなどのリアルタイム応答が求められるアプリケーションで大きな優位性を持ち、急速に市場シェアを拡大しています。

これらのディスラプターは、既存の巨人たちと直接競合するというよりも、特定のワークロードに特化した補完的な役割を果たしながら、次第に市場のセグメントを確立し

ていくと予想されます。



戦略的統合と将来展望

市場の細分化

汎用アクセラレーター（GPU）とワークロード特化型ASIC（Cerebras、Groq）の
間で市場が細分化。トレーニングと推論という異なる最適化ポイントが明確に。

ソフトウェアの重要性

ハードウェア性能だけでは不十分。開発者エコシステムとソフトウェアスタックの
成熟度が決定的な競争優位性に。NVIDIAのCUDAが示す「堀」の重要性。

パッケージング技術

ムーアの法則の減速に伴い、複数チップレットの統合や広帯域メモリ（HBM）と
の接続など、先端パッケージング技術が差別化ポイントに。

半導体業界は過去30年で最も重要な転換点を迎えています。技術的な複雑さが増す中、単一企業がすべての領域で優位性を保つことは困難になり、戦略的提携や統合が加速するでしょう。また、地政学的な緊張の高まりにより、重複するサプライチェーンの構築が進
み、効率性よりも安全保障が優先される傾向が強まっています。



結論：最も有望な企業

既存リーダー

NVIDIA - CUDAエコシステムという「堀」と積極的なロードマップ
により、依然として最も強力なプレーヤー。フルスタックシステム

戦略がリーダーシップをさらに強化。

注目のディスラプター

Groq - 超低レイテンシ推論という高価値市場に特化し、急速に開発
者の支持を獲得。推論市場で大きなシェアを獲得する可能性。

戦略的ワイルドカード

Intel - CHIPS法の全面支援を受けた野心的な計画。18Aプロセスの
成功次第で業界全体を再編する可能性も。

有力な挑戦者

AMD - 競争力あるハードウェアを持つが、最終的な成功はROCmソ
フトウェアの改善にかかっている。

AI時代の半導体市場では、単なるハードウェア性能だけでなく、ソフトウェアエコシステム、先端パッケージング技術、そして複雑化するグロー
バルサプライチェーンを制する企業が最終的な勝者となるでしょう。

投資家は短期的な業績動向だけでなく、長期的な技術ロードマップと開発者エコシステムの構築能力を重視すべきです。また、政策立案者は国内

半導体産業の競争力維持のため、CHIPS法以降も継続的な支援策を検討する必要があります。


